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マテリアル・リサイクル 

塩害対策用表面含浸材「T&C 防食-塩害用-」 

研究 

概要 

コンクリート構造物の長寿命化を図るために、費用対効果の優れた塩害対策技術が求められています。 

本研究では、コンクリート構造物の塩害耐久性を３倍に向上させる表面含浸工法を開発しました。 

 

 理工学部 都市環境デザイン学科 

福手 勤 教授 Tsutomu Fukute 

研究キーワード：コンクリート 耐久性向上 塩害 

URL： http://researchmap.jp/g0000203022 
 

研究シーズの内容 

コンクリート用表面含浸材「T&C 防食-塩害用-」は、コンク

リート表面に薬剤を塗布し浸透させることで、外観を変化させ

ずにコンクリート構造物の耐久性を向上させる技術です。2

種類の異なる薬液を、それぞれ緻密化促進および撥水性

付加を目的に塗布することにより、従来の塗布型含浸材に

比べ更なる性能向上を図ることができます。 

コンクリートの表層部に撥水性を付与することで、飛沫や

波浪等に含まれる塩分や水分等の劣化因子がコンクリート

内部へ侵入することを防ぎ、更に母材コンクリートを緻密化す

ることで、コンクリート内部の劣化因子の侵入経路を狭めるこ

とができます。これらの相乗効果によってコンクリート内部へ

の劣化因子の侵入を効果的に抑制することができます。各

種遮塩性試験から、塩害に対する耐久性を無処理に比べ 3

倍以上に向上できることを確認しました。 

この「Ｔ＆Ｃ防食-塩害用-」は新設から既設コンクリート構

造物まで幅広く使用することができます。また、効果の発現

を早める配合とすれば、時間的制約を受ける干満帯への施

工も可能です。更にコンクリート内部に浸透してその表層部を

改質するため塗装とは異なり、外力による材料の剥がれの

心配がなく、桟橋下面や臨港道路の橋脚等の立ち入ること

が困難な場所においても信頼性の高い技術です。 

なお本研究は、本学と五洋建設（株）および（株）日興との

共同研究の成果であり、NETIS（新技術情報提供システム）

に登録されています。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

海洋構造物、港湾構造物など、塩害環境下のコンクリート構造物の耐久性向上策として優れた効

果を発揮します。 

施工実績：40 件、約 40,000 ㎡（2015 年 6 月現在） 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

・澤田巧，福手勤，内藤英晴，小笠原哲也，酒井貴洋：表面含浸材を塗布したコンクリートの塩化

物イオン浸透に関する検討，コンクリート構造物の補修，補強，アップグレード論文報告集，第 12 

巻，pp.459-466，2012.11 

・NETIS：登録番号 HKK-110001-V 

遮塩性試験結果の例 

「T&C 防食-塩害用-」効果イメージ
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一次元可逆性セルオートマトンの暗号・符号への応用 

研究 

概要 

セルオートマトンは複雑系の中でも中心的な研究対象であり、物理学（粒子の衝突力学）、生物学

（細胞の自己増殖）、化学(結晶の生成)、交通工学等への応用があるが本研究は一次元可逆性セ

ルオートマトンを用いて暗号・符号への応用を研究する。 
 

 総合情報学部 総合情報学科 

佐藤 忠一 教授 Tadakazu Sato 

研究キーワード：並列写像 局所関数 セルオートマトン 暗号 

URL： http://researchmap.jp/read0129616 
 

研究シーズの内容 

一次元セルオートマトンは同一の有限オートマトンを直線状に並べ各オートマトンは自分の周辺の

オートマトンの状態を見て、同一の局所関数で一斉に変換するネットワーク型の並列処理システムで

ある。１つの局所関数 ),,( 1 nxxf  が与えられると自分のオートマトンを含めたｎ個のオートマトンの状

態を見て、次の時刻での自分の新しい状態が ),,( 1 nxxf  で計算される。このプロセスを各オートマト

ンが一斉に行いそれぞれの状態を変える。この局所関数はオートマトンの状態の集合を Q とすると Q

のｎタップルから Q への写像であり、一斉の変換は並列写像と呼ばれ、状態の空間分布から新しい

状態の空間分布を与える写像となる。 

 

可逆性セルオートマトンとはこの並列写像 F が逆変換を有するときで、ある局所関数の並列写像

が F の逆写像になっている時である。二次元以上のセルオートマトンでは可逆性を判定するアルゴリ

ズムが存在しないが一次元セルオートマトンでは可逆性を判定するアルゴリズムが存在する。 

 

本研究では局所関数 ),,( 1 nxxf   からド・ブルーチングラフを作り、その状態遷移行列を A で表す

とAは記号列上の行列であり、記号の連接を乗法とする非可換環上の行列である。この Aの代数構

造を調べることによりセルオートマトンが可逆性を持つか否かが決定できる。 

 

可逆性の判定条件：一次元セルオートマトンが可逆性を有するための必要かつ十分条件は次の

等価な各命題が成立することである。 

 

(1) 状態遷移行列 A は唯一の非零の固有値 )( 110  maaa   を持つ。ここで Q= },,,{ 110 maaa   

(2) A の隣接行列は行列の乗法表が閉じてそれらの行列はすべて唯一の非零の固有値 1 を持つ。

活用例・産業界へのアピールポイント 

新しい暗号化の実用化 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 


